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令和 7 年３月 1 1 日 （火）
岡山県人事委員会事務局
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知 事 副知事

教育委員会

教育庁 出先機関

県立学校

公安委員会

警察本部

警察署

※このほかに人事、選挙管理、労働などの
行政委員会があります

3



企 業 局 電気、工業用水道、発電施設、工業用水道施設 など

部局名 主な担当業務内容

知事直轄 防災・危機管理体制の整備 など

総合政策局 政策の立案・推進、広報 など

総 務 部 人事、組織、法制､予算、財産管理、県税 など

県民生活部 交通対策、中山間・地域振興、空路利用促進 など

環境文化部 環境保全対策、廃棄物対策、文化・スポーツ振興 など

保健医療部 保健、医療、健康対策、衛生 など

子ども・福祉部 少子化対策、児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉 など

産業労働部 産業・観光振興、中小企業支援、労働・雇用対策 など

農林水産部 農林水産物の生産振興・普及、農林漁業の担い手育成 など

土 木 部 道路・河川等の整備、都市計画、建築指導、住宅 など

出 納 局 出納、決算の調製、物品購入、内部事務の集中処理 など
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岡山県庁（本庁）

備前県民局（岡山市）

備中県民局（倉敷市）

東備地域事務所（和気町）

井笠地域事務所（笠岡市）

高梁地域事務所（高梁市）

新見地域事務所（新見市）

真庭地域事務所（真庭市）

勝英地域事務所（美作市）

美作県民局（津山市）

県民局

●県南に２か所（岡山市、倉敷市）

県北に１か所（津山市）

●県民ニーズに基づく地域の政策全般
を担う拠点機関

地域事務所

●県南に３か所（笠岡市、高梁市、和気町）

県北に３か所（新見市、真庭市、美作市）

●県施設の管理、災害・危機管理など
現地で業務を実施
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範囲 範囲

国
採用された省庁が所管する

特定分野の業務

所管する都道府県を

広域的に異動

の業務を担当し

や を習得
原則として
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内容

市町村 住民と向き合う窓口業務が多い 比較的長い

(計画策定など)

(観光キャンペーンなど)

(福祉、税務など)
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職種 給与月額

県職員A 232,100円

県職員B 197,300円
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✅給与改定の状況によって増減することがあります
✅学歴や職歴等により一定の額が加算されます



制度 内容

年次休暇 年２０日（採用時期により異なる）

夏季休暇 ６月～１０月の間に最大６日取得可能

結婚休暇 結婚後、概ね１年の間に取得可能

出産休暇 出産予定日の８週前から出産日の８週後まで取得可能
（女性職員）

育児休業 ３歳未満の子を療育する期間について休業可能（手当あり）

家族休暇
配偶者の出産付添、家族の看護や学校行事などで
取得可能
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岡山県職員
（令和５年度）

全国の事業所
（令和5年10月1日時点）

女性
% 84.1 %

男性
% 30.1 %
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※大学卒新規就職者は、企業就職者の離職率（厚生労働省調べ）

※高校卒新規就職者の離職率は37.0％（厚生労働省調べ）

高校卒岡山県職員の離職率は0.0％
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試験の種類 受験資格（採用時年齢） 受験申込期間

県職員Ａ ２２～３０歳 ４月１８日（金）～５月１６日（金）

県職員Ａ（アピール型）
※「県職員Ａ」「県職員Ａ（技術・春）」との併願はできません

２２～２６歳 ３月 １日（土）～３月３１日（月）

県職員Ａ（技術・春）
※「県職員Ａ（アピール型）」との併願はできません

２２～４０歳 ３月 １日（土）～３月２１日（金）

県職員Ａ（技術・秋） ２２～４０歳 ９月 ９日（火）～９月３０日（火）

県職員Ｂ １８～２１歳 ７月 １日（火）～８月１５日（金）

社会人経験者等対象の県職員 ２７～４０歳 ８月１２日（火）～９月１９日（金）

市町村立小・中学校事務職員Ａ ２２～３０歳 ７月 １日（火）～８月１５日（金）

市町村立小・中学校事務職員Ｂ １８～２１歳 ７月 １日（火）～８月１５日（金）

障がい者対象の県職員(事務)、市町村立小・中学校事務職員、
警察行政職員

１８～３０歳 ８月１２日（火）～９月１９日（金）

令和７年度から新設！

令和７年度から新設！
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項 目 内 容

試験区分 環境、衛生、農業、土⽊、農業土⽊、畜産、林業、建築、電気

受験資格 ２２～３０歳（採用時年齢）

第一次試験 職務能⼒試験、専⾨試験、適性検査

第二次試験 口述試験①②

試験日程

第一次試験 ６月１５日
第二次試験 口述試験①７月４日～７月１３日

口述試験②７月２５日～８月８日
最終合格発表８月中旬

※県職員Ａ採用試験の受験案内は令和７年４月１８日公表予定です。



種目（得点） 時間 出題分野等

（１００点）

６０問の択一式
論理的に思考する⼒、文章を正確に理解する⼒、統計等の資料を分析する⼒、国内外の社会情勢への理解等

専⾨試験
（１２０点）

２時間
４０問の択一式
各試験区分の出題分野等は、受験案内をご確認ください

適性検査 ２０分
性格、心理等に係る検査。
検査結果は、第二次試験（口述試験）の参考とします

種目（得点） 内容

口述試験①
（１５０点）

人柄や特性等について、個別面接により行う試験
（コミュニケーション能⼒、積極性、忍耐⼒・堅実性、協調性、創造⼒・企画⼒を評価します）

口述試験②
（４００点）

人柄や特性等について、個別面接により行う試験 ※冒頭３分程度で自己ＰＲを行っていただきます
（表現⼒・構成⼒、コミュニケーション能⼒、積極性、忍耐⼒・堅実性、協調性、創造⼒・企画⼒を評価します）

＜第一次試験合格者の決定について＞
各試験種目の合計得点の高い順により決定します。ただし、いずれかの試験種目において、一定の基準に達しない場合は、合計得点にかかわらず不合格とします。

＜最終合格者の決定について＞
第一次試験の成績にかかわらず、口述試験①②の合計得点の高い順により決定します。
ただし、いずれかの試験種目において、一定の基準に達しない場合は、合計得点にかかわらず不合格とします。 18

［国内外の社会情勢への理解等］

公的部門の職員として必要な基礎
知識（社会常識や義務教育の中で
学んだことなど）や、ニュース等
で報道された内容を出題
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項 目 内 容

試験区分 環境、農業、土⽊、農業土⽊、畜産、林業、建築、電気 ※農業は秋試験のみ

受験資格 ２２～４０歳（採用時年齢）

第一次試験 基礎能⼒試験、適性検査
（ＳＰＩ３：テストセンター方式、オンライン受験可）

第二次試験 専⾨試験、口述試験①②（専⾨性確認及び人物評価）

試験日程 【春試験】
第一次試験 ４月 ３日～１７日
第二次試験 ５月１０日～２２日
最終合格発表 ６月上旬

【秋試験】
第一次試験 １０月１４日～２８日
第二次試験 １１月２０日～１２月４日
最終合格発表 １２月中旬

※県職員Ａ（技術・秋）試験の受験案内は令和７年９月９日公表予定です。
※県職員Ａ（技術・春）試験は、県職員Ａ（アピール型）試験との併願はできません。
※県職員Ａ（技術・秋）試験は、春試験等により予定者数を充足した場合には、一部職種を募集しない
ことがあります。

※試験区分「衛生」は、岡山県職員Ａ採用試験のみ募集予定です。
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種目（得点） 内 容

基礎能⼒検査（SPI3）
（100点）

択一式
言語的理解⼒、数的処理能⼒、論理的思考⼒

性格検査（SPI3）
性格、心理等に係る検査
検査結果は、第二次試験（口述試験）の参考とします

＜第一次試験合格者の決定について＞
基礎能⼒検査の得点の高い順により決定します。ただし、基礎能⼒検査の得点が、一定の基準に達しない場合は、不合格とします。

種目（得点） 出題分野等

専⾨試験
（120点）

職種によって、択一式か記述式か異なります
各職種の出題分野等は、受験案内をご覧ください

口述試験①
（300点）

専⾨性、人柄や特性等について、個別面接により行う試験
（コミュニケーション能⼒、積極性、忍耐⼒・堅実性、協調性、創造⼒・企画⼒、専⾨性を評価します）

口述試験②
（400点）

人柄や特性等について、個別面接により行う試験 ※冒頭３分程度で自己ＰＲを行っていただきます
（表現⼒・構成⼒、コミュニケーション能⼒、積極性、忍耐⼒・堅実性、協調性、創造⼒・企画⼒を評価します）

＜最終合格者の決定について＞
第一次試験の成績にかかわらず、第二次試験の合計得点の高い順により決定します。
ただし、いずれかの試験種目において、一定の基準に達しない場合は、合計得点にかかわらず不合格とします。
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項 目 内 容

試験区分 土⽊、農業土⽊、林業、電気

受験資格 １８～２１歳（採用時年齢）

第一次試験 教養試験、専⾨試験、適性検査

第二次試験 作文試験、口述試験

試験日程

第一次試験 ９月２８日
第二次試験 作文試験１０月２５日

口述試験１０月２５日～１１月２日
最終合格発表１１月中旬

※県職員Ｂ採用試験の受験案内は令和７年７月１日公表予定です。



種目（得点） 時間 出題分野等

教養試験
（１００点）

２時間
５０問の択一式
高校卒業程度の一般的知識及び知能

専⾨試験
（１２０点）

２時間
４０問の択一式
各試験区分の出題分野等は、受験案内をご確認ください

適性検査 ２０分
性格、心理等に係る検査
検査結果は、第二次試験（口述試験）の参考とします

種目（得点） 出題分野等

作文試験
（100点）

与えられた課題についての記述試験（１時間、800字以内）
（表現⼒、理解⼒、構成⼒、企画⼒等を評価します）

口述試験
（400点）

人柄や特性等について、個別面接により行う試験
（コミュニケーション能⼒、積極性、忍耐⼒・堅実性、協調性、創造⼒・企画⼒を評価します）

＜第一次試験合格者の決定について＞
各試験種目の合計得点の高い順により決定します。ただし、いずれかの試験種目において、一定の基準に達しない場合は、合計得点にかかわらず不合格とします。

＜最終合格者の決定について＞
第一次試験の成績にかかわらず、作文試験と口述試験の合計得点の高い順により決定します。
ただし、いずれかの試験種目において、一定の基準に達しない場合は、合計得点にかかわらず不合格とします。 23
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募集開始
時期

試験名 行政 環境 衛生 農業 土木
農業
土木

畜産 林業 建築 電気

３月１日 県職員Ａ（技術・春）

４月下旬 県職員Ａ

７月上旬 県職員Ｂ

秋 頃 県職員Ａ（技術・秋）※

※県職員Ａ（技術・秋）試験は、春試験等により予定者数を充足した場合には、一部職種を募集しないことがあります。

栄養士、学芸員、機械、訓練指導員、研究職員、児童自立支援専⾨員、児童福祉司、
獣医師、心理判定員、保健師、薬剤師、医師等の職は、免許・資格・専⾨的な知識
及び技術を必要とする職として、総務部人事課が採用試験を実施しています。
例年、４月上旬に試験実施計画、４月下旬に受験案内を公表していますが、最新の
情報は総務部人事課のホームページをご確認ください。

岡山県総務部人事課HP
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４月１０日（木）まで
申込受付中です！
（先着２７０名）
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X ( 旧 T w i t t e r )

@okayama_saiyo

I n s t a g r am

@okayamaken_saiyo
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（閉会後）

スマートフォンでの読み取りは
こちらから


